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学習指導要領によると「確かな学力」とは単なる知識の量のみではなく、学ぶ意欲、思考力、判断力、表現

力まで含めて学力ととらえている。しかし、小学校現場において、児童が主体的に自分の思考プロセスを振り

返り、考える力を深めていくような学習活動は少ない。そこで本研究では、小学校 6年生理科の授業を対象に
学習用語をもとに図式化する「学習用語マップ」を考案し、実験結果などをまとめる授業実践を行った。本発

表では、その学習効果についてのアンケート結果をもとに、小学校理科の授業で、児童が継続して作成するの

に適当な時間・言葉の数・効果的な学習展開例について紹介し「学習用語マップ」の有効性について報告する。 
 
＜キーワード＞  学習用語 学習の振り返り 思考プロセス 授業展開 学習効果 
 
1.はじめに 
新学習指導要領が完全実施されて 3年が経過し
た。 新学習指導要領の基本的なねらいは「生きる力」
の育成である。また「生きる力」を知の側面からと

らえた言葉として「確かな学力」があり、その育成

のための取組の充実が必要であるとされている。学

習指導要領によると、「確かな学力」とは，「知識や

技能はもちろんのこと、これに加えて、学ぶ意欲や

自分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、

行動し、よりよく問題解決する資質や能力等まで含

めたもの」とし、具体的には、単なる知識の量のみ

ではなく，学ぶ意欲，思考力，判断力，表現力まで

含めて学力ととらえている。しかし小学校現場にお

いて、思考力などの学力を児童が可視的に捉えるこ

とができる機会は少ない。 
 そこで本研究では児童が主体的に考える力を身に

つけていくことをねらい、思考を可視的に表すこと

ができる学習用語マップを授業で継続的に活用する

ことでその学習効果を検討することを目的としてい

る。さらに、学習の形（個人学習・ペア学習・グル

ープ学習）を工夫することで、さらなる効果をあげ

る。また現職教員の利点を生かし教育現場での継続

した実践を行うことで、現場に即した授業実践と学

習効果の検討を行うものとする。 
・研究の目的 
児童が主体的に考える力を身につけるために可視

的効果が期待できる学習用語マップの基本の形を作

成し、授業の中で継続して作成・活用することでそ 

の学習効果について明らかにする。 

・研究の方法 
以下のような方法で研究を進める。 
①先行研究をもとに事前調査を行い、基本的な学習

用語マップを作成する。 
②学習用語マップを活用した授業実践を行い問題点

を改良する。 
③単元の授業終了後、学習効果を検討する調査を行

う。    
④学習用語マップを活用した学習効果を検討する。 
２.学習用語マップとは？ 
本研究では伊藤によるイメージマップ（図１） 
を参考にした。伊藤によるイメージマップは主体的

な児童の学習活動をねらって使用されており、教師

の支援としてキーワードを用いながら相互に話し合

うことで効果を高めているところに特徴がある。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 伊藤によるイメージマップ 

 イメージマップにちょうせんしよう            （名前          ） 
広がり  
深まり  
関連   
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また、福岡によるコンセプトマップ（図２）も参考

にした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 福岡によるコンセプトマップ 
このコンセプトマップの特徴はマップを書く前に

使用する言葉をいくつか提示するところに特徴があ

る。伊藤の場合は児童が自由に言葉を考えていくの

に対し、福岡の場合は児童は提示された言葉を利用

しながら自分の言葉も追加していくものとなってい

る。 
本研究では理科の授業で実践するため、伊藤のよ

うに児童に自由に言葉を考えさせて使用することは

できない。理科の教科特性である基本的な学習用語

をまず使用し、後から児童が自由に言葉を付け加え

ていくような形が望ましいと考えた。そこで児童が

扱いやすいようにその単元で習得する学習用語を図

３のような一覧表にして活用することにした。 
 

 
 
 
 
 
 
 
図３ 第 1回授業で使用した学習用語の一覧表 

また、授業実践で使用する基本的な形を図４のよう

に考えた。主に学習用語を使用して作成するが、児

童が生活経験などから自由に考えた言葉を追加して

もよいことにした。また児童が継続して授業で作成

することを考え、関連する言葉を線でつなぐという

シンプルなルールで作成することにした。以後これ

を学習用語マップと呼ぶ。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 基本的な学習用語マップ 

 
３.学習用語マップを活用した授業実践 
授業実践では、児童にとり継続して作成しやすい時

間や言葉の数、学習効果を高めるような学習の形な

どについて比較する授業を計画・実践した。学習用

語マップに書く内容は学習内容や実験のまとめであ

り、対象は 6年生１クラス 33人である。 
表１ 授業実践の内容 

表１に授業実践の内容を示す。また、学習効果の有

効性の検討として、第 2回・第 3回終了後学習の形
に対するアンケートを行っている。 

 第 1 回 第 2 回 第 3 回 

授

業

の
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ｸﾞﾙｰﾌﾟでマッ

プを作成・発
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ペアでマップを

作成・発表する

活動を取り入れ

る。 

日

時 
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学習用語の一覧表「ヒトと動物の体」 
腸 大腸 小腸 だ液 口 体 胃 胃液 

養分 食道 消化管 消化液 呼吸 ちっ素 

酸素 空気 二酸化炭素 石灰水 はく息 

吸う息 心臓 肺 肺ほう 気管 血管 血

液 でんぷん 吸収 
筆者が理科教科書より抜粋（啓林館） 
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・第 1回授業実践 
図 5･6に児童が作成した学習用語マップの例を示す。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図５ 第 1回授業で単元の学習前に作成したマップ 

 

図６ 第 1回授業で単元の学習後に作成したマップ 

この授業実践では、児童は初めて学習用語マップを

書くので、教師が板書で使用するなど、基本的な学

習用語マップの形を提示するように配慮した。図 5･
6 の学習用語マップは、単元の学習前後で言葉のつ
なぎ方が整理されたと判断したものである。33人中
29人のマップに同様の変化が見られ、教師が提示し
た学習用語マップを参考にして、学習内容が整理さ

れたと考えられた。 
 
・第 2回授業実践 
第 2回では、グループ活動・学習用語マップを提
示した発表会などを授業に取り入れた。図 7･8に児
童が作成した学習用語マップの例を示す。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
図７ 個人マップ（第 2回）  図８ グループマップ 

 
・第 3回授業実践 
2 人でインターネットで調べたことを話し合いなが
らマップに書き、そのマップを使用して発表する活

動を授業に取り入れた。図 9･10 に児童が 2 人で作
成した学習用語マップの例を示す。 

 
図９ 第３回授業で作成した個人マップ 

 

 

 

 

 
 
 
 

図 10 第３回授業で 2人で作成したマップ 

第 1回授業実践では一度に使用する言葉の数が多
く時間がかかったので、第 2回以降は数を５個程度
に減らし５～10 分の短時間で手軽に作成できるよ
うにした。第 2回授業では第 1回に比較して手軽に
作成でき、継続して使用するものとして適切であっ

たので、第 3回授業でも同様な形で使用した。 
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４.学習用語マップの効果の検討 
 
4.1グループでマップを作成・発表する効果 
図 11にグループでマップを作成し発表したこと
についてのアンケートを示す。（対象 24人） 

9 7 6 2

8 6 3 7

4 6 12 2

8 8 7 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人で書くより楽しかったですか？

ｸﾞﾙｰﾌﾟのﾏｯﾌﾟは分かりやすかったですか？

ｸﾞﾙｰﾌﾟのﾏｯﾌﾟは書きやすかったですか？

ｸﾞﾙｰﾌﾟでの活動をまたやりたいと思います
か？

グループでマップを作成し発表したことについて

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらかといえばそう思わない ４そう思わない

 
図 11 グループでマップを作成し発表したことについて 

児童は５～6 人のグループでは人数が多く書きにく
かったが、活動の楽しさやマップを提示して発表す

る良さについては認めているという結果になり学習

意欲を高める効果があることが分かった。また、５

～６人のグループでは書きづらいという問題点を改

良して第 3回授業では 2人で活動する形を取り入れ
た。 
   

4.2 ２人でマップを作成・発表する効果 
第 2回授業では 2人で調べたことをマップにまとめ
発表に使用する活動を行った。図 12 に授業後のア
ンケートを示す。（対象 32人） 

15 15 1 1

15 14 3 0

9 18 4 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽しかったと思いますか？

よく分かったと思いますか？

またやりたいと思いますか？

2人でマップを作成し発表したことについて

はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ

 
図 12 2人でマップを作成し発表したことについて 

アンケート結果より、児童の肯定度が高く学習意欲

の向上などに効果があることが分かった。 
 
4.3学習用語マップの有効性の検討 

また、第 1･2回授業実践後に、学習用語の一覧表や
マップをヒントにして学習した内容を短文で書くと

いう課題を与えその達成度をみる調査を行った。学

習用語マップを授業で活用したクラスと通常授業の

クラスで比較したところ、活用クラスでやや達成度

が高い結果が出た。しかし、テストの点は学習用語

マップを授業で活用したクラスと通常授業のクラス

で特に差がなく、直接関係があるとは考えられなか

った。そこで児童に、学習用語マップの有効性につ

いてアンケートを行ったところ図 13のようになっ
た。（対象 28人） 
 

図 13 学習用語マップの有効性について 

 
 
 
 
 
 
 
 
９ヶ月間継続して学習用語マップを作成してきた児

童は「調べたことをまとめて発表する」「学習したこ

とを思い出す」「学習したことを覚える」について役

に立ったと考えているが、直接テストの点を上げる

のに役立つものではないと考えていることが分かっ

た。 
 
5.成果と今後の課題 
以上のことから、児童にとり使いやすい学習用語

マップの形は言葉の数が５個程度、作成時間が５～

10分程であることが分かった。また、2人や５～６
人のグループでマップを作成・発表する活動は個人

で行うのに比較して楽しく、学習内容の理解を促進

する効果がある。ただし、テストの得点を直接あげ

るものではなく、学習用語を使用した短文作成の課

題などで効果があることが分かった。今後は児童に

よるアンケートで肯定度の高かった発表活動での活

用について、さらに研究を継続して行きたいと考え

ている。 
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